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編集部より  

 新学期を迎えて何とも慌ただしい４月があっ

という間に通り過ぎ、続くゴールデンウィークは

休む間もなく終わり、夕方、ふと空を見上げると、

北斗七星が高く見える５月半ばになっていまし

た。一昨年の「金の年」（金環日食、金星の太陽

面通過など）や昨年の「彗星の年」（パンスター

ズ彗星とアイソン彗星など）に比べると、今年は

落ち着いて物事に取り組める、はずだったのに、

現実はなかなかそうもいかないようです。 

 本号では、高梨直紘さんによる「まるのうち宇

宙塾」についての論文を掲載しています。論文は、

査読者による評価をいただく等、通常の記事とは

違う扱いになり、著者にも、より負担をおかけす

ることになります。しかし、あちらこちらで、天

文教育普及をより深く議論していただくきっか

けになれば幸いです。 

 また、鈴木裕司さん（黄華堂）の「宇宙を観じ

る生活を！」の連載が続いています。報告では、

日本天文学会年会の時の天文教育フォーラムと

ジュニアセッション、高校生天体観測ネットワー

クの全国フォーラム、片倉台小学校観望会と、盛

り沢山です。 

 今月号も、どうぞお楽しみください。 

2014 年 5 月  編集委員長 松村雅文 


